
「心のスイッチ」      東井 義雄 

人間の目は ふしぎな目 

見ようという心がなかったら 見ていても見えない 

人間の耳は ふしぎな耳 

聞こうという心がなかったら 聞いていても聞こえない 

頭もそうだ 

はじめからよい頭 悪い頭の区別があるのではないようだ 

「よし やるぞ！」と心のスイッチがはいると 

頭も すばらしい はたらきを しはじめる 

心のスイッチが 人間を 

つまらなくもするし すばらしくもしていく 

電灯のスイッチが 

家の中を明るくもするし 暗くもするように 

 ８月２０日（金）から８５日間の２学期が始まりました。 

この２学期は、運動会、マラソン大会など大きな行事が控えています。 

コロナウイルス感染症の警戒レベルがあっという間にレベル５になり、

長野県の１日の感染者数も１００人を超える状態になってきています。「８・９月の行事についてのお知らせ」を

２０日に配布させていただきました。また、２３日には「新型コロナウィルス感染症に対する対応について」も

配布させていただきましたが、今後も変更があるかもしれません。その時には、絆メール等でお知らせします。

学校では、マスク着用や教室内の消毒・換気など、最大限の感染予防対策を施した上で、今できることを実施して

いきます。 

 一つの詩を紹介します。東井義雄氏の著書「自分を

育てるのは自分」の中の一編です。この著書の中で「人

間は五千通りの可能性を持って生まれてくる。その可

能性の中から、どんな自分を取り出していくか。皆さ

ん一人一人が責任者なんですよ。世界でただ一人の私

を、どんな私に仕上げていくか。その責任者が私であ

り皆さん一人一人なのです。」と書いてあります。 

 「心のスイッチ」を入れるのは自分自身。夏休みで

エネルギーを蓄えた今こそ、「よしやるぞ！」という

気持ちを大切にし、子ども達が自分の能力を眠らせた

ままにせず、「心のスイッチ」を入れて夢や目標に向

かってがんばりぬくことを願っています。子ども達自

身が「心のスイッチ」を入れるためには、家庭での励

ましや称賛、学校の学習や学校生活での体験や経験が

重要です。子ども達が色々なことに挑戦したり粘り強く取り組んだりする気持ちが持て、子どもが自分に「自信」

が持てる２学期となるよう、教職員一丸となって取り組んでまいります。引き続きの保護者、地域の皆様にはご理

解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

今日から２学期が始まりました。今、画面

の前にいる皆さんが無事、登校できている

ことが一番うれしいです。 

終業式でも話をしましたが、この夏休み中に東京オリンピックが開かれました。オリンピックをテレビで観た

人が大勢いると思います。応援した選手や種目はありましたか？メダルをとった選手以外に印象に残った選手

はいましたか？勝負が終わった後にお互いのがんばりを認め合っているライバル同士、また、選手とコーチが

喜んだり悔しがったりする姿をみて、やっぱりスポーツっていいなあと私は感じました。ハラハラドキドキし

て大きな声を出して、家族からうるさいと言われたことが何度かありました。やっぱり夢中になって応援でき

るものがあるっていいですよね。 

次はパラリンピックですね。調べてみたら22の競技があるそうです。オリンピックの開会

式で話題になったピクトグラムって覚えていますか？ 

こういうものですね。（何枚かピクトグラムを紹介し） 

足や腕が不自由だったり、欠損、つまり無い人、目が不自由な人など世界中から一流の選手

が集まって、スポーツを通して、勝負したり記録に挑戦したりするのがパラリンピックなんですね。 

きっと、皆さんもテレビで観ることがあるかもしれませんね。オリンピックと違って、選手を支えている人た

ちや物を目にするかもしれません。例えば、目の不自由なマラソン選手と一緒に走っている伴走者、ここで向

きを変えるんだよ、ターンをするんだよと道具を使って水泳選手に合図を出す人、足の代わりとなる義足、ま

だまだ校長先生が知らないものばかりです。一流の選手のがんばりやレベルの高さ、それを支えるたくさんの

人や物に出会えることを楽しみにしています。ぜひ、オリンピック同様、注目してみていきましょう。 

さて、新型コロナウィルス感染症についてです。皆さんも知っているように感染者が急激に増えています。
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２学期がスタートしました！ 

 
 

２学期始業式 校長先生のお話

より 



人類はこれまでもたくさんの感染症とともに生きる方法を見つけ出してきました。世界中の科学者や研究員が

努力しています。病院で働く人たちは一人でも多くの命を救おうとがんばっておられます。皆さんのお父さん

やお母さん、おじいちゃんやおばあちゃん、地域の人々が皆さん、そして、先生方が皆さんを見守っています

今はまだ先が見えず、不安になる人が多いと思いますが、私たちには今、できることをやっていくこと、感染

予防を続けることが求められています。マスクを正しく鼻もおおってつけること、正しく手洗いや消毒をする

こと、給食を静かに食べること、部屋の空気を入れ替えること、人が多いところを避けることなどです。がん

ばりましょうね。 

でもね、それでも感染してしまう人がいるかもしれません。感染してしまった人のせいではありませんから

だれが感染したかを見つけようとしたり、その人を責めたりすることは絶対にやめてくださいね。「だいじょ

うぶだよ」と言ってあげられる人になってくださいね。 

最後になりますが、２学期もめあてをもって勉強をがんばってくださいね。学校教育目標、「知恵をみがこ

う」「苦労をかってでよう」「真面目に生きよう」何か一つでも心にとめて学校生活を送っていきましょう。

皆さんの成長を楽しみにしています。 

 

 


